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「万一の災害に備えてJ
市民の皆さんの生命、身体および財産を

守るため、自衛隊、運輸省長崎空港事務所、
大村警察署など30の関係機関、団体、市民
ら約2，500人の参加を得て大掛かりに第 1回
大村市総合防災訓練が8月11日、陸上自衛
隊竹松駐屯地で行いました。

訓練では、地震、風水害、航空機事故な
どを想定して行い、 参加者は、真剣な表情
で本番さながらの訓練に取り組んでいまし
た。
皆さん、おつかれさまでした。
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hv夜
空
に
花
を
咲
か
せ
た
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省長
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平成 8年 9月号広報おおむら

-・・圃・・・・・・-ら夏越まつりおおむ=第17回

第
行
回
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
は
8
月
1
白
か
ら

3
日
ま
で
行
わ
れ
、
お
お
む
ら

の
夜
は
ま
つ
り
一
色
、

3
日
間
延
べ
お
万
人
(
主
催
者
発
表
)
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
だ
。

8
月
1
日
の
宵
ま
つ
り
で
は
、
臼
島
大
か
が
り
火
や
夜
空
に
大
輸
の
花
を
咲
か
せ

だ
5
、
0
0
0
発
の
花
火
や
大
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど
の
仕
掛
け
花
火
に
大
き
な
歓
声
、
か

上
が
っ
て
い
ま
し
定
。

2
日
・

3
日
は
本
ま
つ
り
、
市
道
大
村
駅
前
線
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
市
民
の
無
事

を
祈
つ
だ
市
内
お
神
社
合
同
む
よ
る
夏
越
大
祭
や
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
、
ゆ
か
た
納

涼
コ
ン
テ
ス
ト
、
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
各
チ
ー
ム
趣
向
を
凝

ら
し
だ
お
お
む
ら
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
多
彩
な
催
し
で
ま
つ
り
会
場
は
、
大
変

な
巳
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
だ
。

「
み
ん
な
で
創
り
、
み
ん
な
で
楽
し
む
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
を
め
ざ
し
だ
「
お

お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
市
民
総
参
加
の
ま
つ
り
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

0
0
0
発
の
花
火

h
p
鹿
島
お
ど
り
振
興
会
(
佐

賀
県
鹿
島
市
)
の
皆
さ
ん
に

よ
る
友
情
出
演

h
p全
国
一

の
響
き

地
元
が
誇
る
「
お
お
む
ら

く
じ
ら
太
鼓
」

砂

1
8
9
個
の
「
ち
ょ
う
ち
ん
大
や
ぐ
ら
」

-2-

企ゆかた姿の仲良し 3人組

企木場子ども龍踊り

企神事

‘
バ
チ
さ
ば
き
の
す
ば
ら

し
さ
に
観
衆
も
拍
手
か
っ

さ
い
、
お
な
じ
み
に
な
っ

た
湯
布
院
源
流
太
鼓

砂
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
参
加
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
囲

碁
・
将
棋
大
会
」

ハー

3 



「
第
叩
回

真
夏
の
海
の
祭
典
」

ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
競
艇
場
内

で
も
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

A大村湾丸太乗り選手権

バランスカずむずかしいね

(8/1・競艇場)

面
ノ誌
の
備
ス
ケ
ッ
チ
大
会
@

一
n
O
一

4
F

入
賞
者
決
ま
る

6
月
日
日
に
行
わ
れ
た
(
風
景
部
門
)

「第
8
回
花
の
街
ス
ケ

ッ
チ

田

崎

治

彦

大

会

」

の

表

彰

式

が

、

お

お

(

大

村

小

6
年
)

む
ら
夏
越
ま
つ
り
会
場
で
行
(
あ
じ
さ
い
部
門
)

わ
れ
ま
し
た
。

深
田
湖
士

(三
城
小
4
年
)

ほ
か
入
賞
者
お
人

多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

。
最
優
秀
賞

酒
井
宏
奈

(
富
の
原
小
1
年
)

。
優
秀
賞

(
花
し
よ
う
ぶ
部
門
)

岩
永
さ
と
み

(
三
城
小
l
年
)

E盈5団側ゆかたまJ丞コ
日
チ

門

ノ

ム

、

の
り

日

踊
引
き

.
一
寸
」

日

道

ハu
nノ
ι

、

月

ル

了
、
ハ

、一一
は
一

き

持

り

力

ン

〆十
1
R

つ

装

リ

喜一
j
u
i
u

ま
仮
一

明

芝
、
一
ア
ウ

曹、

か

で

バ

ョ

し

り

ゆ

J

こ

シ

催

号

か

松

骨
一

工

ク

バ

創

の

若

ぎ

。

ツ

-
1
↑ふ

前

リ

ツ

引

火

姿

や

仁

だ

ま

す

し

口

駅

オ

ジ

多

札

だ

れ

て

し

の

、

ま

市

松

コ

マ

、

わ

力

連

ち

ま

元

て

し

第

竹

ツ

、

ど

行

ゆ

族

だ

い

地

し

着

閏

ビ

グ

な

が

は

家

者

わ

と

定

4 
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平成 8年 9月号広報おおむら

大
村
市
を
安
全
な
町
に
，
.

j
地
域
安
全
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
j

よみがえった

伊勢町公園

大
村
警
察
署
管
内
が
、
警
察
庁
か
ら

4
月
1
日
付
で

「地
域
安
全
活
動
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
」
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
住
民
と
関
係
団
体
と

の
連
携
を
強
化
し
、
犯
罪
や
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
安
全
で
住
み
良
い
明
る
い
地

域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

平
成

8
年
度
は
、
県
内
で
は
大
村
警

察
署
と
時
津
警
察
署
の
二
つ
の
管
内
が

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

7
月
お
日
に
は
大
村
商
工
会
議
所
で

発
足
式
お
よ
び
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

市
連
合
防
犯
協
会
会
長
の
甲
斐
田
市
長

(7/23・商工会議所)

本
市
が
再
整
備
し
て
い
た
伊
勢
町
公
園
が

完
成
し
、

7
月
初
日
開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。同

公
園
は
、
広
さ

4
、

7
0
0
2m
に
噴
水

や
ベ
ン
チ
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
、
遊
具
な
ど

完成を祝ってテープカットをする

甲斐田市長ら

(7/26・西本町 ・伊勢町公園)

か
ら
推
進
指
導
員
と
し
て
、
市
連
合
防

犯
副
協
会
長
の
上
野
類
作
氏
、
西
大
村

地
区
防
犯
協
会
会
長
の
山
浦
政
喜
氏、

そ
の
ほ
か
に
推
進
員
白
人
、
生
活
安
全

モ
ニ
タ
ー
弘
人
が
委
嘱
状
の
交
付
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
各
地
区
の
防
犯
連
絡

所
長
を
中
心
と
し
て
、
地
域
特
有
の
防

犯
や
事
故
に
関
す
る
情
報
を
警
察
や
防

犯
協
会
に
集
約
し
、
調
査
・
分
析
し
て

未
然
に
犯
罪
や
事
故
防
止
に
努
め
、
地

域
住
民
の
ニ

i
ズ
に
応
え
た
い
ろ
い
ろ

な
地
域
安
全
情
報
の
提
供
や
、
各
種
安

全
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

各
防
犯
連
絡
所
長
と
地
域
の
皆
さ
ん

が
一
体
と
な
っ
て
、

「犯
罪
の
な
い
明
る

い
町
納
つ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

圏内で遊ぶ子どもたち
(7/26・西本町 ・伊勢町

公園)

轟

を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
芝
広
場
を
広
く
と
り
(
約
2
、

7

0
0
2
m
)
、
大
き
な
木
で
木
陰
を
作
る
な
ど
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
式
で
は
甲
斐
田
市

長
が

「市
民
に
親
し
ま
れ
る
公
園
に
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
本
町
保
育
園
児
に

よ
る
除
幕
式
や
遊
戯
な
ど
で
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

平和シネネγ勺(るために
，....， r非核・平和都市大村」モニュメント完成~

「
非
核
・
平
和
都
市
大
村
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「

8

/
吃
・
森
国
公
園

大
村
市
は
、
平
成

7
年

8

月
日
日

「非
核
・
平
和
都
市

大
村
」
の
宣
言
を
行
い
、
平

和
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し

て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建
立

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
森
園
公
園
に
完
成
、

8
月
ロ
日
に
除
幕
式
が
行
わ

れ、

甲
斐
田
市
長
が

「大
村

市
を
平
和
事
業
の
発
進
地
に

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

平
和
で
希
望
あ
ふ
れ
る
未
来

を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
、

平
和
の
象
徴
で
あ
る
鳥
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。

国
道
4
4
4
号
の
早
期
間
還
を
め
ざ
し
て

(7/30・パークベルズ)

国道 444号大村 ・鹿島間道路開通

促進期成会(会長・甲斐田市長)の総

会が 7月30日、開催されま した。

総会では、建設省、長崎、佐賀両県

選出国会議員をはじめ大村、鹿島両市

の関係者が出席し、今後の取り組みと

して、大村 ・鹿島問の早期開通に向け

て、国 ・県に対して強く要望していく

ことなどを決めました。
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q
閏

q
aは
、
救
急
の
白
』

j
い
の
ち
と
安
全
を
守
る
救
急
車
j

。
救
急
車
は
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

川
救
急
車
は
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

。
火
災
、
地
震
、
暴
風
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
る
傷
病
者

O
交
通
事
故
、
駅
な
ど
の
屋
外
や
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で
の
傷
病
者

O
屋
内
に
お
い
て
生
じ
た
事
故
、
例
え
ば
ガ
ス
中
毒
、
熱
傷
、
急
病
な
ど
で
ほ
か
に
適

当
な
搬
送
手
段
が
な
い
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
傷
病
者

同
救
急
車
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

。
緊
急
に
搬
送
す
る
必
要
の
な
い
場
合

O
タ
ク

z、シン
1

やごマ

7イカ
l
で
搬
送
で
き
る
傷
病
者

週
一

:';'竺
盟一一
麗
圃

O
伝
染
病
患
者
、
精
神
病
患
者
(
疋
は
つ
き
り
判
明
し
て
い
る
僻
幽
崩
明
聞
畠盟
曹
苛司

と
き
は
、
ほ
か
の
機
関
が
搬
送
す
る
こ
と
に
な
り
手
)

.

.

 諒

一千

O
傷
害
の
な
い
単

な

る

泥

酔

者

臨

F
a
p
hと

同
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、

1
1
9
番
を
回
し
通
じ
た
ら
、
次
調
語
調
圏
P

圃
客

一

の
こ
と
を
簡
潔
明
瞭
に
落
ち
着
い
て
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

t
J

匂
J'
1
L陣
一

O
火
事
か
救
急
の
区
別

j

「救
急

で

す

」

除

制

Y
す
執
h
'
Uぷ

O
場

所

l
「
O
O町
O
O番
地

で

す

」

事

r

山
」
圃
園
哩
割
監

O
氏

名

i
「
O
O
太
郎
で
す
」

吋J
F

‘
¥
‘
囲
掴
咽
司

O
目

標

i
「
O
O小
学
校
の
正
門
前
で
す
」

門型

，

E
昆
園
田
園
田
園
田

O
内
容
を
具
体
的
、
簡
潔
に

i
傷
病
者
の
数
、
性
別
、
年
齢
、
現
在
の
容
体
や
状
況
な
ど

同
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
で
き
る
だ
け
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
応
急
手
当
て
(
出
血
が
あ
れ
ば
止
血
処
置
、
心
臓
停
止
の
場
合
は
心
肺
蘇
生
法
を
行
う
)

O
近
く
の
人
に
応
援
を
求
め
る
(
応
急
手
当
て
お
よ
び
救
急
車
の
誘
導
な
ど
)

同
救
急
車
が
到
着
し
た
ら
隊
員
に
次
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

。
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
傷
病
者
の
容
体

O
傷
病
者
に
行
っ
た
応
急
子
当
て
の
内
容

。
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名

。
か
か
り
つ
け
の
病
院
名
ま
た
は
連
絡
の
と
れ
た
病
院
名

‘ 
‘ 

。
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
全
国
平

均
時
間
は

5
1
6
分
か
か
り
ま
す
。
こ

の
「
空
白
の

5
分
間
」
に
適
切
な
応
急

処
置
が
実
施
さ
れ
た
な
ら
ば
、
多
く
の

傷
病
者
の
命
を
助
け
、
社
会
復
帰
の
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
応
急
手

当
て
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
応
急
手

当
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
技
術
の
取

得
の
た
め
の
実
技
指
導
の
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

講種習の 主な普及内容 講時 習間男Ij

普講通救命習 小心大対心肺聖肺児出者蘇血幼斗時生に三法の止つ(成瓜て1人1はLす)、、
3時間

(修了証交付 ) 蘇 児法よに対 る

上講級救命習 小傷心の血肺児時病手蘇の者、当生止管乳、理搬法児血)法法送(成、法、大外人出傷、 8時間
(修 了証交付 )

救急講習 出特めを君取ず仁、、子り要普当入望及のれi普仁るU応及H内はじ定容た 定めない

「
救
急
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

H
9月
叩
白
川
内

H

川
ミ
ス
大
村
な
ど
に
よ
る
街
頭
P
R

ω救
急
医
療
講
演

ω消
防
署
の
救
急
隊
お
よ
び
救
助
隊

に
よ
る
模
擬
救
助
救
出
訓
練

小川
応
急
手
当
て
(
人
工
呼
吸
法
)
実
演

時
間
午
前
日
時
;
午
後
3
時
加
分

場
所
市
民
会
館
周
辺

あ
な
た
の
家
の
台
風
対
策
は

お
済
み
で
す
か
!
一 6-

8
月
・

9
月
・
叩
月
は
大
型
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
!

台
風
は
あ
る
程
度
の
予
測
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
威
力

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
十

分
な
対
策
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

主
な
点
検
・

修
理
箇
所

屋
根
・
雨
ど
い
・
雨

戸
・
窓
ガ
ラ
ス
・
外

壁
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
板

塀
・
ベ
ラ
ン
ダ
、
そ
の

他
家
の
周
り
を
十
分
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ 大村消防署T云窃41 3 8) 

緊
急
避
難
場
所
は
広
報

お
お
む
ら
6
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

台風|こ備えて準備しておくもの

台風の強さと被害想定
弱い 屋根瓦が飛び、木やテレビの

990hpa以上.25m/s以上 アンテナが倒れる O

並み 木製の雨戸がはずれ、ネオン
989-960hpa . 25-34m/s 塔や電柱が倒れる。

強L、 小石が飛び散り、小さな木造
959-930hpa . 35-44m/s 家屋は倒壊する。

非常に強い 木造家屋の多くが倒壊し、樹
929-900hpa . 45-54m/s 木は根こそぎ倒れる。

m/sは最大風速hpaは中心気圧

①貴重品(印かん・預金通帳・現金など)

② トランジスタラジオ(予備電池も忘れず

に)③懐中電灯(予備電池も)④衣類(セ

ーター・ジャンパ一類・下着・毛布など)

①応急医薬品(傷薬・胃腸薬・脱脂綿・料、

-t二二 創膏・包帯など)⑥

下 食料品・飲料水(乾

パン・缶づめ・ビス

ケット・チョコレー

ト・ミネラルウォー

ターなど)⑦その他

(マッチ・ローソ

ク・缶切り・ナイフ

など)
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そ

わ
た
し
た
ち
の
力
で
オ
ゾ
ン
層
を
守
ろ
う

O
オ
ゾ
ン
層
と
は
・
.. 

地
球
の
大
気
圏
の

一
部
に
オ
ゾ
ン

層
が
あ
り
、
太
陽
光
線
に
含
ま
れ
る

有
害
な
紫
外
線
を
吸
収
し
地
球
の
あ

ら
ゆ
る
生
物
に
悪
影
響
が
お
よ
ば
な

い
よ
う
に
防
い
で
い
ま
す
。

O
フ
口
ン
と
は
・
:

ス
プ
レ
ー
の
噴
射
剤
、
精
密
機
械

の
洗
浄
剤
、
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
の

冷
媒
と
し
て
使
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

十
分
役
に
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
で
す
。

。
フ
ロ
ン
回
収
の
取
り
組
み
は
・
:

最
近
、
廃
棄
冷
蔵
庫
な
ど
か
ら
フ

ロ
ン
の
回
収
を
行
う
市
町
村
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
販

売
屈
で
の
カ

l
エ
ア
コ
ン
用
冷
媒
の

回
収
な
ど
、
業
界
で
の
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
・
県
で
は
、

平成 8年 9月号

12月1日から透明袋での

収集に変更します

広報おおむら

回
収
シ
ス
テ
ム
や
役
割
分
担
な
ど
に

つ
い
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
ア

ロ
ン
の
回
収
を
促
進
す
る
た
め
「
フ

ロ
ン
回
収
機
」
を
設
置
し
、
家
庭
か

ら
搬
入
さ
れ
た
冷
蔵
庫
や
ク
ー
ラ
ー

な
ど
か
ら
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

O
フ
口
ン
の
回
収
を
進
め
ま
し
ょ
う

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
は
現
在
だ
け
で

な
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
影
響
が
及

ぶ
問
題
で
す
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り

が
オ
ゾ
ン
層
保
護
に
関
心
を
持
ち
、

ブ
ロ
ン
の
回
収
に
積
極
的
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

※
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
を
買
い
替
え

の
際
、
古
い
製
品
は
、
業
者
ヘ
引

き
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
、
製

品
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
w

つ
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
・
清
掃
課

現在、黒のごみ袋については、中身の判断がつ

かないため焼却炉、破砕機の故障、収集時の事故

などの原因となり、平成7年9月の市政だよりか

ら数回にわたり、ごみ袋の透明化移行をお願いし

てきておりましたが、家庭から出るごみ袋は、ま

だ黒袋の使用が多いようです。

平成8年12月1日から透明袋での収集を実施し

ますので、手持ちの黒袋は早めに使いきって、透

明袋を市内販売屈から購入、使用されるようお願

いします。

問い合わせ

“よみがえれおおむら湾"
~下水道供用開始15周年普及率70%達成記念事業~

e 

か
け
が
え
の
な
い
大
村
湾
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た

め
に
、
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は
何
を
な
す
べ
き
か
、

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-

日

時

9
月
日
日
出
、
午

前
叩
時
j
午
後

5
時

・

場

所

市

民

会

館

、

天

正

夢
広
場

・
駐
車
場
旧
大
村
警
察
署
跡

地
、
市
民
会
館
表
駐
車
場
、

三
城
小
学
校
、
九
州
ガ
ス

跡
地
、
水
道
部
駐
車
場

。
記
念
講
演
(
市
民
会
館
)

演

題「ま

l
兄
ち
ゃ
ん
の
環
境
講

座」講

師

北

野

大

氏

。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト
予
定
者
U
県

清掃課(包⑪31 0 0) 

全
線
開
通
に
向
け
工
事
が
進
ん
で
い
る

広

域

農

道

(

東

大

村

1
丁
目
)

線
路
へ
の
置
き
石
は

H重
大
犯
罪
!
H

-7 
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4

司
珍
プ
レ
1
・
好
プ
レ
ー
が
続
出

(
8
/
3
・

4

市
営
野
球
場
)

「
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
8
月
3
日・

4
日
の
2
日

間
、
市
営
野
球
場
な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
小
・
中
学
生
作
チ
ー
ム
が
参
加
、
猛
暑
の
続

く
山
炎
天
下
の
中
、
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー
が
続
出
。
盛
ん
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
小
学

生
の
部
H
①
武
部
②
木
場
少
年
A
③
大
川
田
町
、
宮
小
路
1

丁
目
中
学
生
の
部
H
①
大
川
田
町
②
朝
風
(
荒
瀬
町
)

rオフィスパーク大村』を視察
(7/10・琴平スカイパーク)

A 

b
み
ん
な
で
川
を
き
れ
い
に

(
7
/
お
・
郡
川
)

川
の
水
質
の
状
態
を
私
た
ち
に
教
え

て
く
れ
る
生
物
が
指
標
生
物
で
す
。
こ

の
生
物
を
も
と
に
、
川
の
状
態
を
知
ろ

う
と
、
郡
川
で
水
質
検
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
鈴
田
川
と
大
上
戸
川
で

は
、
こ
い
の
放
流
だ
け
を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し

ょ~つ。

社会を明るくする運動の一環とし

て、大村保護区の「青少年弁論大会」

が、 7月20日市民会館で、中-高校

生19人が参加して力のこもった意見

が発表されました。中学の部は、波

多寿子さん(大村3年)、高校の部は

吉川由起さん (向陽3年)が1位に

輝きました。なお、音川さんは県大

会でも高校最優秀賞に輝きました。

A自分の意見を望々と
(7/20・市民会館)

u 町

衆議院商工委員会の議員が7月10日、大村市

を訪れました。

一行は、長崎県工業技術センターで事業概要

や研究成果の説明を受けられたあと、同行した

高田知事の案内で、造成中の「オフィスパーク

大村」を視察されました。知事は、県にとって

企業誘致が大変重要であると述べられていました。

4

司
み
ん
な
の
カ
で
ス
ッ
キ
リ
日

平成8年 9月号広報おおむら

8
/
4
・
大
上
戸
川
一
帯
)

私
た
ち
の
美
し
い
ま
ち
か
ら
、

ご
み
や
空
き
缶
、
雑
草
な
ど
を
な

く
そ
う
と
8
月
4
日、

市
内
一
斉

に
行
わ
れ
た
「
市
民
大
清
掃
」
。

各
家
庭
の
周
辺
、
道
路
、
公
園
、

河
川
な
ど
に
散
乱
し
て
い
た
ご
み

や
空
き
缶
が
集
め
ら
れ
、
ま
た
、

生
い
茂
っ
て
い
た
雑
草
も
、
み
る

み
る
う
ち
に
刈
り
取
ら
れ
て
ス
ツ

キ
リ
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、

早
朝
か
ら
ご
苦
労
様
で
し
た
。

t、4 

h
p
潮
風
を
受
け
な
、が
ら

(8

/
叩
・
大
村
競
艇
場
)

海
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

8
月
ね
巴
「
少
年
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会
」

(市
競
艇
事
業
部

・
長
崎
県
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会
主
催
)
が
大
村
競
艇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
一
般
参
加
者
を
は
じ
め
子
ど
も
会
・
福
祉

施
設
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
約
2
0
0
人
が
参
加
。
競
艇
選

手
の
指
導
で
エ
ン
ジ
ン
付
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、

ー

周
6
0
0
m
の
コ
ー
ス
を
周
り
、
夏
の
日
差
し
の
中
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
気
分
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

7
月
お
日
は
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
普
及
大
会
も
行
わ

れ
、
カ
ヌ
ー
、
ヨ
ッ
ト
な
ど
の
試
乗
も
あ
り
ま
し
た
。

A
力
泳
に
盛
ん
な
声
援

7
/
初
・
中
央
小
学
校
)

「
大
村
市
小
学
校
水
泳
大
会
」

が
7
月
初
日
、
中
央
小
学
校
で

開
か
れ
、
応
援
に
か
け
つ
け
た

父
母
や
仲
間
か
ら
盛
ん
な
声
援

が
送
ら
れ
、
終
日
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
大
会
に
は
市
内
の

小
学
生

(
5
1
6
年
生
男
女
)

約
6
7
0
人
が
参
加
。
お

m

m
m・

-
oo
mの
自
由
形
や

平
泳
ぎ
、

1
0
0
m
リ
レ
ー
な

ど
を
競
い
ま
し
た
。

九州中学校
体育大会出場

バレーボールで
全国大会出場

アジア太平洋地域
ジャンボリーに参加

明、場
ル
由

一
会

ボ
太

一

一
州

一

レ
九
…

バ
全
…

みごとな優勝インターハイ出場

「全日本少年剣道練成大会jが7月27日、日本武道館

で開催され、微神堂チームがブロック優勝、大村剣道協

会チームも別ブロックで敢闘賞という好成績を収めまし

た。

両チームは市役所を訪れ、甲斐田市長に喜びの報告を

しました。市長は 「おめでとうございますJと健闘をた

たえました。 (8/6.市役所)

-8 

全国高等学校体育大会に出場のため、

あいさつに訪れた向陽高校のソフ トボー

ル・テニス・剣道の各選手の皆さん

(7 /15・市役所)

第18回九州中学校体育大会に出場のた

め、あいさつに訪れた西大村中(陸

上) ・桜が原中(陸上) ・大村中 (剣

道・バドミントン)の各選手の皆さん

(8/5 .市役所)

第17回アジア太平洋ジャンボリーが韓国で

開催、甲斐田市長に出発のあいさつをする前

川勉さん(右)高峰良介さん(左)

(7/29.市役所)

第16回全日本バレーボール小学生大会が東

京都で開催、甲斐田市長に出場のあいさつを

する福重バレーボールクラブの皆さん

(7 /31 .市役所)

第11回l全九州小学生バレーボール男女優勝

大会が沖縄県で開催、甲斐田市長に出場のあ

いさつをする鈴田男子パレ}ボールクラブの

皆さん (7 /31 .市役所)

-9-



みんなの
健康

大
村
市
医
師
会

福
田
律
一

「
私
た
ち
の
受
け
て

い
る
医
療
」

私
た
ち
は
昔
か
ら
い
ろ
ん
な
形
の
医

療
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
漢
方
、
オ
ラ

ン
ダ
医
学
、
そ
し
て
現
代
医
学
に
よ
る

医
療
で
す
。
医
療
保
険
が
無
か
っ
た
時

代
は
大
変
で
、
病
気
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、

お
金
が
多
く
掛
か
る
の
で
、
田
を
売
る

か
、
ど
う
す
る
か
と
相
談
し
た
も
の
で

し
た
。
こ
れ
が
国
民
皆
保
険
と
な
り
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
外
国
に
比
べ
て
み
ま
す
と
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
、

一
人
の
医
師
が
自
分

を
選
ん
だ
人
た
ち
の
健
康
を
管
理
し
一

人
あ
た
り
い
く
ら
と
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
患
者
さ
ん
を
、
な
る
べ
く

安
い
費
用
で
治
す
よ
う
に
し
、
患
者
さ

ん
も
ほ
か
の
医
師
や
病
院
に
は
、
紹
介

が
無
い
と
か
か
れ
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ス

で
は
治
療
費
は
現
金
払
い
で
す
。
後
で

申
請
す
れ
ば
保
険
か
ら
お
金
が
で
ま

す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

デ
ン
マ
ー
ク
は
無
料
で
す
が
税
金
が
収

入
の
約
8
割
で

す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、

2
つ
の

大
き
な
民
間
保

険
が
あ
り
、
ハ

ワ
イ
で
開
業
し

て
い
る
友
人
の
医
師
が
言
う
に
は

「ま

ず
保
険
証
を
見
る
こ
と
が
一
番
大
切

だ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
入
院
料
も

1
日
3
万
か
ら

4
万
円
で
、
長
く
は
入

院
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
帝
王
切

開
で
入
院
し
て
も
3
日
目
に
は
退
院
で

す
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
ヒ
ラ
リ
ー

夫
人
が
国
民
皆
保
険
を
め
ざ
し
て
頑
張

り
ま
し
た
が
駄
目
で
し
た
。

わ
が
国
の
医
療
も
老
齢
社
会
に
突
入

し
て
大
変
お
金
が
か
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
で
も
世
界
一
流
で
あ
る
こ
と

に
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

ふ
え
て-、Lい

面五る
性高
中旬

耳
炎

大
村
市

下医
山堕

品
生

耳
は
鼓
膜
よ
り
外
側
を
外
耳
、
内
側

を
中
耳
と
呼
び
ま
す
。
中
耳
は
空
気
の

入
っ
た
小
部
屋
で
、
外
気
と
同
じ
気
圧

に
保
た
れ
て
い
る
と
鼓
膜
の
振
動
が
う

ま
く
い
っ
て
、
音
が
よ
く
聞
こ
え
ま
す
。

中
耳
の
空
気
圧
を
外
気
圧
と
等
し
く
す

る
た
め
に
、
耳
管
と
い
う
管
が
中
耳
と

上
咽
頭
を
連
絡
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
中
耳
炎
と
い
う
の
は
、
中
耳

に
細
菌
が
侵
入
し
、
炎
症
を
起
し
た
状

態
で
す
。
こ
の
細
菌
は
風
邪
な
ど
で
鼻

や
咽
頭
(
の
ど
)
に
炎
症
が
あ
る
と
き

に
、
耳
管
を
通
っ
て
中
耳
に
入
り
ま
す
。

風
邪
の
経
過
中
に
急
に
耳
が
痛
く
な
る

の
は
、
急
性
中

耳
炎
で
す
。
急

性
中
耳
炎
は
抗

生
剤
な
ど
の
服

用
や
鼓
膜
切
開

し
て
膿
を
出
し

た
ら
、

1
1
2
週
間
で
治
癒
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、

1
か
月
程
た
っ
て

も
軽
度
な
い
し
中
程
度
の
難
聴
が
残
る

場
合
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
と

き
、
中
耳
に
は
穆
出
液
が
貯
留
し
て
い

ま
す
。
渉
出
液
は
水
の
よ
う
な
も
の
や

濃
い
粘
液
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
穆
出
性
中
耳

炎
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
法
出
性
中
耳
炎
は
、
痛
み

は
無
く
、
軽
度
な
い
し
中
程
度
難
聴
の

状
態
と
言
え
ま
す
。
急
性
中
耳
炎
に
な

っ
た
と
き
、
痛
み
は

1
日
程
度
で
と
れ

ま
す
が
、
穆
出
性
中
耳
炎
に
移
行
す
る

こ
と
も
多
い
の
で
、
完
治
す
る
ま
で
治

療
し
な
い
と
、
難
聴
が
残
り
ま
す
。

ま
た
湧
出
性
中
耳
炎
は
、
急
性
中
耳

炎
を
経
て
起
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な

く
、
痛
み
も
な
く
知
ら
な
い
う
ち
に
難

聴
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
。
幼
児
は
難
聴
を
訴
え
ま
せ
ん
か
ら
、

お
母
さ
ん
が
よ
く
注
意
し
て
、
発
見
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
「
呼
ん
で
も
す

ぐ
返
事
を
し
な
い
」
「
何
回
も
聞
き
返

す
」
「
テ
レ
ビ
の
音
を
大
き
く
し
た
が

る
」
な
ど
の
症
状
が
無
い
か
観
察
し
て
、

早
期
発
見
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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揚
薗
0
1
1
5
7
に
注
意
日

ー
正
し
い
知
識
で
正
し
い
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
j

-
f扇
町
議
麗
翼

i
」

E
E
E
ZE
E
Z量
E
E-
-
ZE
E
-畳

一
大
村
k
r

主

ゴ
。2S
7子
筒
対
ぜ
率
直
伊
都

富

Z
E
E
-
-E理
主
」

一
戸
一
一

コ

を)幽
明
司
調
F
ん

~?
i
c
r判

ud-----z

全
国
で
記
録
的
な
猛
威
を
奮
っ
て
い
る

病
原
大
腸
菌
「

oー

1
5
7
」
は
、
止
ま

る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
と
言
っ
た
状
況
で

す
。
事
態
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
感
染
防
止
に
努
め
る
た
め
7
月
担

日
、
病
原
大
腸
菌

「
0
1
5
7
」
の
予

防
対
策
本
部
を
県
内
の
自
治
体
で
初
め
て

設
置
し
ま
し
た
。

大
村
保
健
所
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
お

り
、
学
校
や
福
祉
施
設
の
責
任
者
を
集
め

て
対
策
会
議
を
聞
い
た
り
、
正
し
い
知
識

で
正
し
く
予
防
す
る
よ
う
、
全
世
帯
に
チ

ラ
シ
と
シ
l
ル
(
台
所
・
洗
面
所
・
ト
イ

レ
に
き
ち
ん
と
張
り
ま
し
ょ
う
)
を
配
布

す
る
な
ど
の
予
防
対
策
を
取
っ
て
い
ま

す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

食
べ
物
に
注
意
大
腸
菌
で
す
か
ら
動

物
の
腸
内
(
牛
・
豚
・
鶏
・
羊
に
確
認
)

に
住
ん
で
い
ま
す
。
(
野
菜
に
は
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
魚
か
ら
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
)
※
大
阪
府
の
カ
イ
ワ
レ
大
根
は
汚

染
水
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
。
大
腸
菌

の
弱
点
は
熱
に
弱
い
こ
と
で
す
。
万
度
以

上
の
熱
で

1
分
間
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
。

骨
牛
・
豚
・
鶏
・
羊
な
ど
を
調
理
し
た
後

は
、
包
丁
・
ま
な
板
を
熱
湯
消
毒
し
ま
し

ょ
P

つ
。

二
次
感
染
に
注
意

。
菌
が
つ
い
た
子
指

な
ど
か
ら
口
の
中
へ
と
入
っ
て
き
ま
す
。

食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
は
、
必
ず
子
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。
O
井
戸
水
な
ど
生
水
は

な
る
べ
く
避
け
、
飲
む
場
合
は
必
ず
沸
騰

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
の
注
意
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

母
清
潔
、
迅
速
、
加
熱
、
そ
し
て
冷
蔵
庫

の
過
信
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
「

0
1
1
5
7
」
で
不
安
の
あ
る
人
は
、
市
立
病
院
で
無
料

検
便
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
・
健
康
増
進
課
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「
児
童
扶
養
手
当
」

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

現
在
、
児
童
扶
養
子
当
・
特
別
児

童
扶
養
子
当
受
給
者
の
、
現
況
届
・

所
得
状
況
届
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
提
出
期
限
は

9
月
日
日
制
ま
で

現

況

届

所
得
状
況
届

要
付
中

で
す
。

提
出
が
な
い
と
、

8
月
以
降
の
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
児
童
家
庭
課

H

健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

受

付

対
象
者
却
歳
以
上
の
市
民
(
職
場
な
ど

で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
問
診
、
血
圧、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
腹
部
エ
コ

ー
、
胸
部
X
線
検
査
、
胃
部
X
線
検
査
、

便
潜
血
検
査
な
ど

受
診
料
H
2
万
3
、
0
0
0
円

実

施

場

所
H
市
立
病
院
申
し
込
み
H
健
康
増
進

課援
護
関
係
巡
回
相
談

平成 8年 9月号

大
戦
に
よ
る
旧
軍
人
な
ど
戦
争
犠
牲
者

の
人
に
対
す
る
、
恩
給
・
年
金
な
ど
の
巡

回
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

*
恩
給
全
般
に
関
す
る
相
談

普
通
恩
給

一
時
恩
給
公
務
扶

助
料
な
ど

*
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
援
護
全
般
に

関
す
る
相
談

障
害
年
金
遺
族
年
金

特

別

給

付
金
特
別
弔
慰
金
な
ど

広報おおむら

*
そ
の
他
(
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
)

援
護
全
般
に
関
す
る
相
談

日
時

9
月
日
日
側
、
午
前
叩
時
j
午

後
3
時

場

所

市

役

所

問

い

合

わ

せ
福
祉
課

※
県
援
護
室
の
専
門
職
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

中

総
合
健
康
診
査

受
付
中

対
象
者
却
歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
、
血
圧
、

三種混合・麻しん・風しん
予防接種実施中

お子様の体調の良いときに受けら

れるよう、 年間を通じて実施してい

ます。詳しくは、「健康のしおりと

国民健康保険」をご覧ください。

※新たに、 「小児科内科しげのJ(須

回ノ木町)も個別接種指定医院と

なりました O

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、

心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(
老
人
医
療
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

受
給
者
、
利
用
券
提
出
者
は
無
料
)

※
新
た
に

「小
児
科
内
科
し
げ
の
」
(
宮

②
8
5
2
5
)
で
も
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

活
動
し
て
い
た
だ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区
浦
1
区
・
浦
2
区

委

員

名

電

動

さ

ん

(松
原
本
町
%
番
地
雷
(⑪
0
7
2
5
)

担
当
地
区
山
下
・
梶
の
尾
・
梶
の
尾
団
地

委

員

名

宮

崎

節

子

さ

ん

(
松
原
1
丁
目
4
7
1
番
地

5

0
6
0
)
 

宮

(@
1

老人作品展示会
市民の皆さん、多数のご来場をお

待ちしています。

日 目寺 9月12日(木)-14(土)
午前 9時~午後 4時

福祉センター

手芸、工芸、絵画、書道、

盆栽、陶器など

大村市老連催

会 場

展示品

主

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪
問
入
浴
車
で

対
象
者
の
お
宅
に
訪
問
し
て
、
付
属
の
浴

槽
を
室
内
に
持
ち
込
み
入
浴
介
助
を
行
」
っ

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

多額の浄財寄付

ありがとうございました

。
利
用
対
象
者
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人

お
よ
び
重
度
身
体
障
害
者
で
、
地
理
的
、

身
体
的
な
問
題
で
家
庭
お
よ
び
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
入
浴
が
困
難
な
人

。
実
施
施
設
名
泉
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

※
利
用
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
高
齢
福
祉
課

(宮
⑬
4
1
1
1
刷
1
5
2
・
1
5
8
)

泉
の
里
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(宮
②
1
4
7
7
)

大
村
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
慈
恵
荘

(宮
⑪
9
6
0
4
)

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
甲
斐
田

市
長
へ
多
額
の
浄
財
を
寄
付
す
る
久
松
さ

ん

(
8
/
1
・
市
役
所
)

久松津留江さん(片町)は 8月1日、市役

所を訪れ、亡夫 ・金六さんの香典返しとして、

社会福祉基金ヘ 100万円を寄付されました。

ありがとうございました。
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省通彰
一大

i:雪村
量宝量 、
呉市

コ国
，"1 ど民

-r 告三

7金
テーマ 自由(国民年金制度の周知にふさわしいもの)世代間のふ

れあい、明るい家庭、楽しい子どもの様子、奥さんのフレッシュな

生活ぶり、幸せな老後の生活風景など サイズ サービスサイズか

ら四つ切まで(サービスサイズで応募される人は、ネガも同時に提

出してくださp) *カラー・白黒可 応募数 l人3点まで

資格 だれでも応募できます。 締め切り 12月6日(金) *応募

用紙は、保険年金課、 市内の各カメラ庖、各出張所にあります。

応募・問い合わせ 保険年金課年金係

。国民年金保険料を口座振替、または前納制度を利用して納付され

た人で、国民年金保養センターなどの福祉施設宿泊招待の申込者

の中から野田久子さん(池田新町)が当選されました。おめでと

うございます。詳しくは、年金ながさき 8月号をご覧ください。

ど衝を三金J年金積立金の還元融資で
くらしに役立つ郵便局の融資金 主諺彦 整備が進んでいます

0 - 11すな の 役 る の 団 お 資上て厚
設処 一 部平 O 施融立こ資体り金にら生皆

理 般 に成 語資っと金が、に直れ年さ
備お 廃 融 7 のをてでの行市あ 接て

よ 棄 資年 長 活 い 、 ー う 町 て役、のが
清び 物 を度 孟用ま皆部公村る立住保納
掃粗 処 受 2 Zしすさと共なょっ民墜め
運大 理 け宇 前て 。んし施どうよ生料た
搬ご 事 た業 理、市のて設の定う活は国
車み 業 もこさ めいで暮融整地め なの、民
購処 の資 てろもら資備方ら事安積年
入理ご H金 いい、しさ事公れ業定み金

施み の まろこにれ業共ての向立と

第

9
回
大
村
市
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
佳
作

「ほ
|
ら
、
ラ
ッ

コ
ち
ゃ
ん
よ
」
寺
山
信
子
さ
ん

(
本
町
)
の
作
品

国民健康保険被保険者の皆さんヘ
高額医療費の自己負担額が変わりました

医療費の自己負担がある一定以上の金額になった場合、

高額療養費としてその超えた分が支給されます。

この高額療養費の自己負担の限度額が、 6月診療分から、

63，000円→63，600円になりました。

※( )内の金額は、住民税非課税世帯等の場合です。多

数該当や、住民税非課税世帯等の場合は、現行通りです。

① 同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に63，600円

(35，400円)を超える一部負担金を支払った場合、その

差額分が支給されます。

② 同じ世帯で、同じ月内の支払いが30，000円 (21，000円)

以上の人が複数いる場合、合わせて63，600円 (35，400円)

を超える分が支給されます。

③ 同じ世帯で、高額医療費の支給が過去12か月に 4回以

上あった場合、 4回目からは37，200円 (24，600円)を超

えた分が支給されます。

④ 人口透析が必要な慢性腎不全や血友病については、

「特定疾病療養受療証」を病院の窓口に提出すると 1か

月10，000円以内の負担ですみます。

今月は、 5月にかかった医療費をお知らせします。

問い合わせ 保険年金課保険係

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
積
立
金
」

は
、
加
入
者
の
利
益
の
た
め
、
市

町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
に
融

資
す
る
こ
と
で
、
確
実
か
つ
有
利

に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
副
里
町
剛

上
部
大
村
地
区
簡
易
水
道
事
業

O
市
立
病
院
事
業

焼
却
炉
棟
建

設

・
遠
隔
透
視
X
線
装
置
な
ど

の
医
療
機
器
9
機
種
購
入

平
成
7
年
度
融
資
額

路
億
6
、

1
0
0
万
円

t

L

 

r1
什一一

~ザハ
ν

増築された放虎原小学校

大
村
市
に
お
い
て
も
、
毎
年
い

ろ
い
ろ
な
事
業
に
対
し
融
資
を
受

け
て
お
り
、
簡
保
資
金
一は
身
近
な

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

H
平
成
7
年
度
の
事
業
で
資
金
の

一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の
H

O
道
路
整
備
久
原
梶
ノ
尾
線

-

上
久
原
芋
堀
手
線

O
公
園
整
備
赤
佐
古
公
園

O
義
務
教
育
施
設
整
備
放
虎
原

小
学
校
用
地
造
成
お
よ
び
校
舎

増
築

。
公
共
下
水
道
事
業

平
成
7
年
度
融
資
額

9
5
0
万
円

ロ
億
1

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
に

低
利
融
資

12-

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
保

険
や
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
・
購

一

入

・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
に
必
要

一

な
資
金
を
、
低
利
・
長
期
で
融
資

認

を
受
け
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

み

す
。
住
宅
金
融
公
庫
融
資
と
あ
わ

蝉
せ
て
、
皆
さ
ん
の
よ
り
よ
い
住
ま

程

い
w

つ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
ほ

崩
か
、
民
間
事
業
所
の
福
利
施
設
-

M

保
養
施
設
な
ど
の
充
実
の
た
め
に

対
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

量
得

目
見

4
噴
'

r
h川

金
木

家
屋
の
実
地
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
の
課
税
の
た
め
、

新

・
増

・
改
築
や
、
取
り
壊
し
た

家
屋
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
調
査
員
が
お
伺
い
し
、
屋
内

に
も
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。家

屋
の
新

・
増
・
改
築
や
、
取

り
壊
し
を
し
た
人
で
、

登
記
を
し

て
い
な
い
人
は
、
届
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
H

税
務
課
固
定
資
産
税
係



料
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
税

わ
た
し
た
ち
大
村
市
民
(
法
人

を
含
む
)
が
平
成

6
年
度
に
市
に

納
め
た
税
金
は
約
乃
億
7
、

2
0

0
万
円
で
、
市
民

1
人
あ
た
り
に

換
算
す
る
と
約

9
万

4
、

0
0
0

円
の
税
金
を
納
め
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
内
訳
は
、
次
表
の
と

お
り
で
す
。

平成6年度市税の

市民 1人当たり納付額

(国民健康保険税を除きます)

税 i目 単市納位 付:百万税額円 単市当位り民納:1付百人額円

個人市民税 2，470 315 

法人市民税 661 84 

固定資産税 3，287 420 

軽自動車税 86 11 

市たばこ税 377 48 

都市計画税 456 58 

そ の 他 35 5 

計 7，372 941 

平成 8年 9月号広報おおむら

市
民

l
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
約

ω万
円
を
支
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
道
路
の
整
備
や
ゴ
ミ

の
処
理
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近

な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
新
し
い
ゴ
ミ
処
理
施
設

が
現
在
建
設
中
で
す
。
そ
の
建
設
費

約
灯
億

5
、

0
0
0
万
円
の
う
ち
、

国
の
補
助
金
は
約

7
億

1
、
0
0
0

万
円
、
起
債
は
約
泊
億
3
、
0
0
0

万
円
、

一
般
財
源
は
約

6
億
l
、
0

0
0万
円
で
す
が
、
起
債
の
償
還
金

や

一
般
財
源
の

一
部
に
わ
た
し
た
ち

の
貴
重
な
市
税
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
市
で
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
や
公
共
下
水
道
事
業
な
ど

の
特
別
会
計
事
業
、
市
立
病
院
事
業

や
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計

事
業
な
ど
を
行

っ
て

い
ま
す
。

軽自動車やバイクなど廃車・譲渡の申告を
現在、お持ちのバイクや軽自動車などについて、次のようなと

きは、すぐに申告してください。申告をしないと、いつまでも軽
自動車税がかかります。…他人に譲渡した 一市外に転出する
破損、老朽化のため使えなくなったりスクラップ処分した

盗難にあった(先に警察に盗難届を提出してくださ p)

税の質問は、税金電話相談で!
利用方法 (利用時間は毎日 6時から24時まで)

問
い
合
わ
せ

税
務
課

車の 種類 申告 場 所

原小動型機特殊付自自転動車車 (125cc以下) 税務課市民税係

軽自動車(三輪・四輪) 長崎県軽自動車販売庖協会 宮 0958⑧3244

自動二輪車 (125ccを超えるもの) 九州陸運局長崎陸運支局 宮 0958@J4747

①コード表(税務署および市税務課に置いてあります)
を用意してください。

②コード表で聞きたいコード番号を確認してください。

③包o9 5 8②2 2 9 9へ電話してください。
④「こちらはタ ックスアンサーです。…jという案内が

あります。案内に続いて、[ピッ]という音が鴫って
からコード番号のボタンを押して(またはダイヤルを
回して)ください。
詳しくは、諌早税務署総務課(包⑫13 7 0)まで

市
営
住
宅
入
居
者

住宅名 間取り 家賃(月額円) 住宅名種別 戸数 種別 戸数 間取り家賃(開刊)

東諏訪 3 K 12，300 東諏訪 2 3 K 16，400 
23.200 

竹松 2 K 5，800 池田 3 3DK 15，500 
2 l 

池田 3DK 15，500 三城 2 3DK 25，200 

久原第二 l 3DK 16，600 原口 3DK 27，200 

干重
三城 l 3DK 18，200 

種
松並第一 3DK 30，000 

原口 l 3DK 20，500 中央 3DK 33，000 

※

2
種
の
竹
松
ア
パ
ー
ト
は
単
身
世
帯
入

居
可
能
住
宅
で
す
。

申
込
期
限

H
9
月
刊
日

ω
抽
選

日
H
9月
初
日
也
、
午
前
叩
時
初
分

入
居
日

H
m
月

1
日

ω
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
H
建
築
課

県
営
住
宅
入
居
者

案
内
書
配
付

H
9
月
3
日
閃
j

申
込
期
間

H
9月
日
日
例
l
ロ
日
制

問
い
合
わ
せ
U
県
住
宅
供
給
公
社
大

村
事
務
所

(県
営
パ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

2
F
岱
②
6
8
2
5
)

男
・
女
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

資
格
H
V
年
齢
・
:
昭
和
印
年
日
月
日

日
j
弘
年
日
月
白
日
生
ま
れ
の
人

V
身
長
・

:
1
7
0
m
以
下

V
体
重

.
(男
U
同
j
日
同
女
位
同
時
i
ω

勾
)

V
視
力
:
・裸
眼
(
メ
ガ
ネ
・
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
不
可
)
両
眼

と
も

0
・
8
以
上
(
色
盲
不
可
)

応
募
締
切

H
m月
初
日
町

応
募
・

問
い
合
わ
せ
H
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
会
(
宮
(⑪
6
1
9
4
)

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

対
象
・
人
員
日
①
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ

ト
(
来
年

4
月
に
小
学
1
年
生
に
な

る
男

・
女
)
叩
人
②
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

(
来
年
小
学

3
年
生
に
な
る
男
・
女
)

叩
人

申
込
方
法
H

は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護

者
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
先
リ
板
谷

(
本
町
4
6
3
j
2

8
@

5
0
5

7
)
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危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類
U

甲
種
・
乙
種
(
全

類
)

・
内
種

試
験
日
時
リ
ロ
月
1

日
側
、
午
前
叩
時

願
書
受
付
期

間
日
9
月
初
日
刊

l
m
月
日
日
働

※
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
リ
大
村
消
防
署
(
合
②

4
1
3
8
)
 

大
村
子
ど
も
劇
場
例
会

「
笛
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」

日
時

1
9月
四
日
制
、
午
後

6
時
初

八刀

1
8
時
初
八
刀

会
場
H
市
民
会
館

入
場
料
H
会
員
は
会
費
で
ま
か
な
い

ま
す
。
※
当
日
会
場
で
も
入
会
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
H
大
村
子
ど

も
劇
場
(
宮
③

7
0
6
3
)

応募締切日 9月30日(月)必着

資格 18歳~25歳までの未婚の女性で市内

に住んでいる人(高校生は除きます)

申込方法 最近5か月以内の写真と所定の

申込書で申し込んでくださ Po

※写真はL判で上半身と全身の各 1枚

※今回に限り任期は平成10年3月末日まで

※年齢は、 11月1日現在

申し込み・問い合わせ 商工会議所

(〒856 東三城町6-1 ft@4222) 

「予どもの人権」相談所

「子どもの人権問題 (pじめなど)J

の相談に応じます。

日時 9月3日(火)、午前10時~午後4時

場所 市役所第 1会議室

※相談は子どもの専門委員と人権擁護

委員が担当します。

問い合わせ 長崎地方法務局大村支局

(ft⑫ 2 5 4 7) 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
の

た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
保
護
者
が
就

学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除

さ
れ
た
人
な
ど
に
対
し
、
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
認
定
試
験

を
行
い
、
合
格
者
に
高
等
学
校
入
学

資
格
を
与
え
る
も
の
で
す
。

受
験
資
格
H
次
の
川

l
川
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
が
受
験
で
き
ま

す
。

川
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人

ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ

っ
た
人
で
、
平
成

9
年
3
月
白
日
ま

で
に
満
日
歳
以
上
に
な
る
人

山
保
護
者
が
尋
常
小
学
校
ま
た
は
国

民
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予

ま
た
は
免
除
を
さ
れ
た
人

ω保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
義

務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
人
(
平
成

9
年

3
月

白
日
ま
で
に
満
日
歳
以
上
に
な
る

人
)
で
、
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
事
由
に
相
当
す
る
事
由
が
あ
っ
た

と
文
部
省
が
認
め
た
人

試
験
科
目
と
程
度
H
中
学
校
の
国

語
・
社
会

・
数
学

・
理
科
・
外
国
語

(
英
語
、
独
語
、
仏
語
の
う
ち
い
ず

れ
か
)
の
各
教
科
に
つ
い
て
こ
れ
ら

を
履
修
し
た
程
度
で
す
。
教
科
書
な

ど
を
参
考
に
し
て
準
備
し
て
く
だ
さ

願
書
受
付
期
間

H
9月
4
日
側
ま
で

(
た
だ
し
、
土

・
日
曜
日
を
除
き
ま

す
)

試
験
日
・
会
場
U
H
月
8
日
樹
、
午

前
日
時
j
、
江
戸
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

問
い
合
わ
せ
H
県
学
校
教
育
課
、
市

学
校
教
育
課

写
真
で
見
る
大
村
の
歴
史

ω

1も

大
村
市
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正

・
昭
和
に
か
け
て
の
大

村
の
暮
ら
し
ゃ
風
景
を
写
し
た
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。
お
手
も

と
に
古
い
写
真
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
文
化
課
(宮
@
4
1
1
1
内
線
3
9
6
)

(大正 7年当時)

「
大
村
駅
」

明
治
訂
年
、
九
州
鉄
道
(
の
ち
国
鉄
、

現
J
R
九
州
)
大
村
線
が
開
通
し
、
同

時
に
大
村
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
前
年

に
は
陸
軍
歩
兵
第
必
連
隊
が
駐
屯
し
て

い
た
の
で
、
大
村
線
は
兵
員
、
軍
事
物

資
の
輸
送
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

大
村
駅
は
「
軍
都
大
村
」
の
玄
関
口
と

し
て
、

軍
の
高
官
な
ど
重
要
な
人
物
が

プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
に
立
ち
ま
し
た
。
現

在
で
は
観
光
客
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

学

生
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
(写

真
右
)

現
在
の
駅
舎
は
大
正
7
年

(
1
9
1

8
年
)
に
建
て
ら
れ
、
現
存
す
る
駅
舎

と
し
て
は
、
九
州
で
は
門
司
港
駅
(
大

正
3
年
築
)
に
次
ぐ
古
い
も
の
で
、
洋

風
の
昧
わ
い
の
あ
る
建
物
で
す
。
左
の

写
真
は
改
築
間
も
な
い
こ
ろ
の
も
の

で
、
駅
舎
は
万
国
旗
で
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。並

ん
で
写
っ
て
い
る
人
々
は
、
鉄
道

関
係
者
や
工
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
で

し
ょ
、
っ
か
。
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• 試験職種 旦」ι 験 資 格

fr 政 大学卒業程度の学力を有し、 昭和43年 4月2日から昭和50年 4月1日までに生まれた人

一般 事務 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和50年 4月2日から昭和54年 4月1日までに生まれた人

土 木 大学卒業程度の学力を有し、昭和43年 4月2日から昭和50年 4月1日までに生まれた人

保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護婦(士)免許を有する人(平成 9年 2月に行わ

看護婦(士) れる予定の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和46年 4月2日以降に生ま

れた人

※行政、一般事務については、身体障害者で次の要件 採用予定日 平成 9年 4月1日

にすべて該当する人は体力試験を免除します。 申込期限 9月25日(制

①身体障害者手帳の交付を受けている人 試 験 日 10月27日(日)

②自立通勤が可能で介護な しの職務遂行可能な人 応募方法 所定の申込用紙(人事課または、各出張

③活字印刷文での受験が可能な人 所にあります)に記入のうえ応募してく

採用の条件 市内に住んでいる人または、採用後住む ださい。

ことができる人 問い合わせ 人事課(宮③4111内線270-272)

採用人員各職種とも若干名

験試周採貝職市• 

第
効
回

市
薦
作
am

「

著
書
，
，
Z
E写
J
Z

部
門
H

洋
画
・
日
本
画

・
書

・
写

真
・
彫
塑
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン

出
品

点
数
H
書
・
写
真
は
、

一
人

l
点、

ほ
か
は
、

2
点
以
内
※
自
作
未
発

表
作
品

手
数
料

H
1点
1
、

0
0

0
円
(
高
校
生
は

5
0
0
円
)

申
込

期
間
H
m
月
4
日
働
j

C
日
制

作

品
展
覧
会

H
H
月
1
日
制

1
5
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H

文
化
課

マル制約?と泊峨醐包
欝瀕会

fgz芽
くと二コ

一滴の水も自然の贈り物
~水は限りある資源です 大切に使いましょう~

…あなたの知らない問に大切な水が漏れていませんか?

O夜中にゴーという音がする。

0いつもより水道使用量が多い。

。晴れているの|こ雨どいから水が落ちてくる。

こんなときは、大切な水が漏れている可能性があります。

水道部 (ft③ 11 1 4) に電話してくださ~.0 

日時 10月15日(火)、午後 1時30分~

会場 長崎県工業技術センタ ー

入場料 無料(入場整理券が必要)

講演者および演題

。松本博氏(松早グループ代表取締役)

「事業の多角化と人材育成」

。阿片公夫氏 (NEC総研取締役社長)

「地方都市にふさわしいマルチメデ

ィアの活用」

申し込み ・問い合わせ 大村国際交流

センター (ft⑫50 5 1 )へ電話で申

し込んでください。入場整理券を発行

します。

※締め切り 9月13日(金)

(定員になり次第、締め切ります)

長
崎
高
等
按
術
専
門
校
生
徒
募
集

科
目
H
自
動
車
整
備
、
溶
接
技
術
、

N

C
技
術
、

電
気
技
術
、
服
飾
デ
ザ
イ
ン
、

イ
ン
テ
リ
ア
、
建
築
設
計
施
工
、
設
備
、

塗
装
デ
ザ
イ
ン

資
格
H
全
科
目
高
等
学
校
卒
業
者
、
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
者
。
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

履
修
期
間
H
1年
間
(
た
だ
し
、
自
動
車

整
備
科
は
2
年
間
)

募
集
日
程
日
願
書
受
付
(
第
1
次
)
9月

U
日
閃
j

m
月
日
日
樹
、
選
考
日
は
叩

月
お
日
側

※
授
業
料
は
無
料

問
い
合
わ
せ
H
県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門

校

(
宮
0
9
5
8③
8
1
5
1
)

佐
世
害
事
按
術
専
門
校
生
徒
募
集

科
目
リ
電
気
設
備
、
自
動
車
整
備
、
情

報
シ
ス
テ
ム
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
、
建
築

製
図
、

N
C
技
術
、
溶
接
技
術
、
塗
装

デ
ザ
イ
ン

資
格
H
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
。
(
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
女
性
の
み
)

募
集
日
程
H
願
書
受
付
(
第
1
次
)
9月

幻
日
側

i
m月
時
日
制
、
選
考
日
は

m

月
お
日
制

※
授
業
料
は
無
料

問
い
合
わ
せ
U
県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専

門
校

(2
0
9
5
6②
2
1
1
8
)

-15-



掃
海
船
払
い
下
げ

物
件
H
掃
海
船

(
木
造
)
、
昭
和
田

年

3
月

H
日
製
造
、
全
長

6
m
邸

叩
、
全
幅
2
m
H
畑
、
ヤ
ン
マ

l
デ

ィ
ー
ゼ
ル
、
漁
法
馬
力
ロ
馬
力

入

札
日
時
・
場
所

H
9
月
幻
日

ω、
午

前
叩
時
市
競
艇
事
業
部

(l
階
会

議
室
)

公
売
方
法
H

一
般
競
争
入

札

入
札
保
証
金
U

入
札
見
積
額
の

1
0
0分
の

5
以
上
の
現
金

代
金

納
入
方
法
H
即
納
※
印
か
ん
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ

せ
H
競
艇
事
業
部
(
包
⑧

4
1
1
1
)

情
ミ
リ
映
写
機

操
作
認
定
講
習
会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
主
催
に
よ

る
日
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
認
定
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会
か

ら

「操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
や
映
写

機
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

日
時

U
9月
5
日
同

・
6
日
働
、
午

後
6
時
初
分

j
8
時
初
分

場
所
H

市

コ
ミ
セ
ン

対
象
H

一
般
成
人

(
定
員
初
人
)
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

受
講
料
リ
無
料

申
し
込
み
H
市

コ
ミ
セ
ン
(
宮
⑪

3

1
6
1
)
 

パ
i
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

長
崎
県
と
大
村
市
で
は
、
日
月
中

旬
か
ら
日
月
上
旬
に
か
け
て
パ

l
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
地
域
に
お
け
る
人

(パ

l
ソ
ン
)
の
動
き
(
ト
リ

ッ
プ
)

を
把
握
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
、

今
後
の
交
通
施
策
を
立
案
す
る
た
め

の
重
要
な
デ

l
タ
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
市
内
か
ら

2
、
4

5
0世
帯
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
そ

の
世
帯
の

5
歳
以
上
の
人
全
員
の

一

日
の
行
動
に
つ
い
て
、
調
査
票
に
記

入
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

対
象
世
帯
へ
は
、
後
日
、
調
査
員

が
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
り
、
記
入

の
方
法
を
説
明
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
リ
長
崎
都
市
圏
パ

l
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
実
施
本
部

(2
0

9
5
8
⑫
5
9
6
1
)、
県
都
市
計

画

課

(
包
0
9
5
8⑧
6
7
1
2
)
、

市
都
市
計
画
課
(
宮
③

4
1
1
1
)

長崎空港

「空の日フ工スタ」

9月22日(日)、午前9時30分~

※雨天の場合は23日(祝)

長崎空港(管制塔横の広場)

体験飛行、体験航海、 片町龍

踊り 、桜が原中学校ブラスパ

ンド 、キャラク ターショ ー

など

問い合わせ

大阪航空局長崎空港事務所

(ft⑬6 1 5 1) 

日時

場所

催し

、ー

、l
/

/

戸
ノ

に
]
っ
“

ノフ

1

、lノ
¥
j

ロ

メ

分

分

メ

ニ

ロ

ロ

ニ

ア

メ

メ

ア

(

ニ

ニ

(
リ衛

ア

ア

だ

I
u
f
E
、
/
l
、
/
1

、

ふ

L
fう
E
ノ
:

お
そ
惣
悦
釜
白
魚

の

つ
h

茶
仲
怪

許
枚

こ

ぷ
福
ゅ
の

仏三

そ
仏
文
献
湖

•••• 

10:00-11:00 中地区公民館

県
営
・
西
肥
パ
ス
の
新
路
線
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

富
の
原
新
路
線
(
市
立
病
院
前
・
古
賀
島
・
富
の
原
経
由
)
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
ご

利

用

<
、だ
さ
い
。

図書館から ビデオづくり講座受講者

10月5日出、午後 l時-4時

10月6日(日)、午前10時~午後4時

市コミセン

一般成人(定員20人)

無料

電話または直接来館して申し込んでください。

視聴覚ライブラリー

(市コミセン内包⑪31 6 1) 

時

折
象
同
門
み

・1

1
・

tw
込

場

対

受

帆

日
新着図書のご案内

薬害エイズと闘う著者が、

実名を公表してからの 1年間

を、日記、記者会見、写真、

アピールで、綴った 1冊。

動向j
現 1 主k三日

医 長主主 ;
平ま
著こ i 吋

~ 16 ~ 

時 10月 1日(火)-7日(月)

(ただし、土曜・日曜日は除きます)

各司法書士事務所

登記、供託、訴訟書類の作成など

司法書士会大村支部

(e③ 3 6 3 8、朝長)

司法書士無料法律相談

場所

内容

問い合わせ

日

〈一般童〉
閏 新解さんの謎(赤瀬川原平著)/蓮

ちゃんの神さま(東郷隆著)/秀吉の野望(阿井景子

著)/パースへの帰還(ピーター ・ラヴゼイ著)/新世界

(長野まゆみ著)/風の十字路(遠藤周作著)/港湾(シヅ

ピング)ニュース (E.アニー ・プルー著)/江戸の若様

(高橋三千綱著)/ r地球環境J破局(川名英之著)/パズ

ル崩壊(法月給太郎著)/1ω6推理小説代表作選集〈日本推

理作家協会)/あの夏、ブルー・リヴァーで(イーサン ・

ケイニン著)/南北縦断お∞キロ(石川文洋著)/クララか

らの手紙(トーベ ・ヤンソン著)

このほかにもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館(告⑫24 5 7) 



毎
長
崎
県
発
明
<
ふ
う
展

募
集
作
品
リ
平
成

4
年

1
月

1
日
以

降
特
許
庁
に
出
願
し
た
特
許
お
よ
び

実
用
新
案
で
広
く
実
施
化
さ
れ
て
い

な
い
も
の
。

船
発
明
協
会
発
行
の

「
公
開
技
報
」
に
掲
載
、
ま
た
は
、

申
込
済
み
の
も
の
。
実
物
ま
た
は
模

型
を
提
出
で
き
る
も
の
(
縦
、
横
、

高
さ
の
合
計
が

3
m
以
内
、
最
大
長

日

m
以
内
、
重
量
切
除
以
内
)
応

募
資
格
H
県
内
在
住
の
個
人
お
よ
び

中
小
企
業
の
発
明
、
考
案
者
募
集

期
間

H
9月
2
日

1
9
月

初

日

発

表

H
H
月
中
旬
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
H
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内

平成 8年 9月号

~三海一果のくにづくり文化事業~

「童謡にほんの軟

親子叡唱コンクール」

広報おおむら

親と子を中心とした家族10人以内で、年

齢は問いません。(ただし、県内の聞とします)

9月30日(月)

応 募資格

応募締切

申し込み
問い合わせ

船
発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
宮
⑫

1

1
4
4
)
 

固
有
財
産
売
払

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
り
払
い

ま
す
。

売
払
物
件
所
在
日
池
田
新

町
7
3
6番
お

1
9
6
2m
ほ
か

6

件

地

目

H

宅
地
入
札
日
時
・
場

所

H
9月
お
日
制

・
初
日
嗣
、
市
民

会
館
現
地
説
明
の
日
時
・
場
所
U

9
月
日
日
制
、
午
後

2
時

池

田

新

町
公
園
※
物
件
の
詳
細
に
つ
い
て

は、

9
月

2
日
刊
に
市
役
所
お
よ
び

現
地
な
ど
に
掲
示
す
る
公
示
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
H
長

崎
財
務
事
務
所
管
財
第
二
課
(
宮

0
9
5
8⑫
4
2
7
1
)
 

諌早市文化学習課(包⑫ 15 0 0) 

唄子さん(漫才師)

「花も嵐も踏み越えて」

9月29日(日)、午後 l時30分~

飯盛町コミュニティ会館

飯盛町教育委員会(~⑩ o 0 4 9) 

「県央文化講演会」

京師

日時

会場

問い合わせ

5昔

フ
ー
プ
口
教
室

内
容
H

ワ
ー
プ

ロ

(
一
太
郎
)
の
入

力
の
仕
方
か
ら
文
書
の
作
成
、
印
刷

ま
で
の
基
本
的
な
操
作
を
学
び
ま

す
。
日
時
・
回
数

H
m月
辺
日

i
u

月
辺
目
、
午
後

7
時

i
9時
(
毎
週

火
・
金
曜
日
、
計
日
回
)
対
象
H

初
心
者
募
集
人
数

l
ω
人

実

施

場
所
H

大

村

工

業

高

校

経

費

H

5
、
0
0
0
円
(
管
理
運
営
費
、
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
)
申
し
込
み
方
法
H

は
が
き
に
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締
切
日

u
m月
9
日
制
必

着

抽

選

会
日
時
・
場
所

H
m
月
日
日
間
、
午

英語弁論大会

11月17日(日)、午後 1時

十八銀行本庖 10階ホール

-高校の部 (RecitationSpeech) 

・短大・大学・一般の部

(日米両国の友矧感邑について論ずること)

10月4日(金)必着

長崎日米協会(十八銀行経済文化部内
~ 0 9 5 8⑫ 7 2 4 7) 

第24回

開催日

会場

部門テーマ

申込期眼

申し込み
問い合わせ

前

日

時

大

村

工

業

高

校

体

育

館

(
特
に
、
連
絡
が
な
い
場
合
は
抽
選

会
を
行
い
ま
す
)

あ
て
先
・
問
い
合

わ
せ
H

一
丁
紛
森
園
町

1
0
7
9
番
地

3

大
村
工
業
高
校
ワ
ー
プ
ロ
教

室
係
(
包
⑫
3
7
7
2
)

フ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

科
目
H

ワ
ー
プ
ロ

3
級
(
日
商
検
定

3
級
受
験
)
募
集
定
員

H
m
人

日

時

H
m
月

3
日
制
j
日
月
幻
日
側
、

必
日
間
(
第

2
・
第

4
土
曜
日
、
日

曜
、
祝
日
を
除
き
ま
す
)
午
前
日
時

i
午
後
零
時
初
分
講
習
場
所
リ
国

際
情
報
科
学
専
門
学
校
諌
早
校
応

募
資
格
H
①
受
講
後
、
再
就
職
を
希

望
す
る
女
性
で
、
求
職
活
動
を
し
て

私の自立j

障害者の雇用の促進と職業の安定を図るためには、

障害者自身の職業的自立への努力に加えて、地域住

民、特に事業所の理解と協力が必要です。

『がんばるから応援してね

=9月は、障害者雇用促進月間=

ハローワーク大村(宮② 86 0 9) 問い合わせ

い
る
人

②
全
日
程
出
席
可
能
で
、

ワ
ー
プ
ロ
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

受
講
料
日
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費

は
自
己
負
担
)
受
付
期
間

U
9月
2

日
間
、
午
前
9
時
か
ら
定
員
に
達
す

る
ま
で
問
い
合
わ
せ
H
県
女
性
就

業
援
助
セ
ン
タ
ー

(8
0
9
5
8⑮

9
0
3
0
)
 

第

3
回
琴
の
湖
杯

西
日
本
選
抜
車
い
す
ツ
イ
ン

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
お
持
ち
の

人
々
の
真
剣
な
プ
レ
ー
は
、
健
常
者

の
人
々
に
感
動
と
共
感
を
与
え
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
多

数
の
応
援
、
観
戦
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

1
・
9
月
お
日
出
、
午
後
零
時

ω分
;
5時
・

9
月
お
日
間
、
午

前

9
時
却
八
刀
j
午
後

1
時

印

分

場

所
H
市
民
体
育
館
問
い
合
わ
せ
H

福
祉
課

第

4
ロ
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

各
自
の
健
康
、
健
脚
を
知
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
な
お
、
こ
の
催

し
は
簡
易
保
険
福
祉
事
業
団
の
助
成

を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。
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期
日

u
m月
四
日
出
、
午
後

6
時

コ
l
ス
リ
陸
上
競
技
場
j
大
多
武
l

広
域
農
道
1

鈴
田
j
久
原
j
陸
上
競

技
場

募
集
対
象
l
健
康
な
人
、
学

童
は
保
護
者
同
伴
、
先
着
1
、
0
0

0
人

参
加
料

U
1
人
3
0
0
円

(
保
険
料
含
み
ま
す
)
申
込
期
限
H

9
月
初
日
間

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
H

は
が
き
に
住
所
・
氏
名

・
年

齢

・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
送

っ
て

く
だ
さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
干

鰯
玖
島
1
丁
目
お
)
※
キ
ャ
ン
セ
ル

は
日
月
9
日
制
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ

市
民
野
球
大
会

期
日

u
m月
6
日
田

会
場
H

市
営

球

場

チ

l
ム
編
成
H

町
内
単
位
ま

た
は
職
域
、
ク
ラ
ブ
チ
l
ム
(
協
会

登
録
選
手
は
l
チ
!
ム

3
人
ま
で
参

加
で
き
ま
す
)
参
加
料
H
5
、
0

0
0
円

申
込
期
限
H
9
月
初
日
制

代
表
者
会
議
・
抽
選
会
H
9
月
幻
日

也
、
野
球
場
本
部
席
、
午
後

6
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H

市
野
球

協
会
(
宮
(⑪
4
1
1
1
内
線
3
7
5

津
田
)

働
<
女
性
の
水
泳
教
室

期
間
H
9
月
日
日
i
u
月

日

日

毎

週
水
曜
日
、
午
後
6
時
1
8時

場

所
H

屋
内
プ
!
ル

参
加
資
格
H
働

く
女
性
な
ら
ど
な
た
で
も

定
員
H

ω人
参

加

料

H
2
、
0
0
0
円

(
保
険
料
含
み
ま
す
)
申
込
期
限
H

9
月
5
日
同

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
H

市
体
育
協
会
事
務
局
(
包
⑬

4
1
1
1
)
※
過
去
の
水
泳
教
室
に

参
加
さ
れ
た
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

期
日

H
9
月
4
日

・
日
日
・
回
日

(
各
水
曜
日

3
回
)

時
間
日
午

後
7
時
初
八刀
1
9
時
加
分

場
所
H

市
民
体
育
館
対
象
U
初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
参
加
料
1
1
人
2
0

0
円

(
1
回
に
つ
き
)

申
込
期

限
H
9
月
3
日
仰

申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
H
大
津

(合
②
5
9
2
9
)

第
引
回

陸九
上州
競i也
技区
大聾三
会学

校

日
時
H
m
月
3
日
側
、
午
前
8
時
加

分

場
所
H
市
営
陸
上
競
技

場

※

日
月
3
日
1
9
日
大
村
郵
便
局
で
、

文
化
作
品
展
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
H

県
立
ろ
う
学
校

(
宮

⑫
2
4
4
4
平
川
)

健
康
ウ
オ
ー
クク

ラ
ブ
会
員

い
っ
し
ょ
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

期
日
・
距
離
H

毎
月
l
回、

m
l
m

キ

ロ

会

費

H

年

3
、

0
0
0
円

(
保
険
料
含
み
ま
す
)
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
リ
川
島

(包
⑬
4

2
8
2
)
 

ご

寄

付

'

4
-
l
J

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご

好

意

;

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
老
松
緑

(
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
)

日
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

V
馬
場
一
雄
(
原
口
町
)
叩
万
円

V
岩
永
フ
ミ
エ
(
古
賀
島
町
)

日
万

円V
老
松
緑

(
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
)

叩
万
円

V
山
下
剛
(
大
川
田
町
)
日
万
円

V
百
武
晃
(
松
並
2
丁
目
)
叩
万
円

V
今
回
ユ
リ
子
(陰
平
町
)
3
万
円

医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
馬
場

一
雄
(
原
口
町
)
3
万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
渡
遺
レ
イ
子

(寿
古
町
)

5
万
円

。一

般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
礎
義
隆
(
諌
早
市
)
5
万
円

V
九
州
電
力
側
火
力
原
子
力
部
門
有

志
婦
人

一
同
1
m
万
2
千
円

市
内
各
小
中
学
校
ほ
か
へ

V
西
日
本
繊
維
側

(
竹
松
本
町
)
足

拭
き
マ

ッ
ト

清
和
園
ヘ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
松
尾
謙

・
末
永
辰
夫

・
小
下

一

(
敬
称
略
)

義
)
理
容
奉
仕

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H

お
し
ぼ
り

V
谷
本
社
中
H

缶
ジ
ュ
ー
ス

・
西
瓜

慈
恵
荘
ヘ

V
佐
藤
末
敏
(
水
計
町
)
3
万
円

V
小
堺
恒
彦

(
久
原
1
丁
目
)
日
万

円V
大
村
市
役
所
H
花
菖
蒲

V
水
測
屋
H

ま
ん
じ
ゅ
う

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
車

い
す
磨
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
西
大
村
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
H

楽
器
演
奏

・
ふ
れ
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉

仕V
石
場
輝
(
西
彼
杵
郡
多
良
見
町
)

手
芸
教
室
指
導

V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)
生

花
教
室
指
導

V
辻
み
ち
子
(
松
並
1
丁
目
)
生
花

教
室
指
導

泉
の
里
ヘ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

V
水
測
屋
リ
ま
ん
じ
ゅ
う

V
古
町
1
丁
目
舞
踊
部
H
慰
問

・
タ

オ
ル
・
石
け
ん

V
寺
井
勇

(小
川
内
町
)
花

V
立
正
佼
成
会
U

供
養

V
竹
谷
郁
美
(
武
部
町
)
叩
万
円

V
吉
野
政
成
(
西
大
村
本
町
)
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

V
木
下
ト
ミ
子

(
木
場
2
丁
目
)
3

万
円

V
松
代
健
吾

(
今
村
町
)
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

V
飯
笹
歌
謡
ク
ラ
ブ
H

慰
問
・
花

V
登
貴
和
木
会
U

奉
仕

V
船
三
和
技
研
H

ベ
ッ
ト
高
熱
乾
燥

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

う
ぐ
い
す
の
丘
ヘ

V
毎
熊
マ
ツ
(
古
賀
島
町
)
3
万
円

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童

謡
・
唱
歌

・
読
み
聞
か
せ
交
流

V

一
瀬
利
男
(
三
一
城
町
)
3
万
円

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H

お
し
ぼ
り

大
村
子
供
の
家
ヘ

V
赤
水
清
春

(
本
町
)

l
万
円

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
ヘ

V
ヘ
ア
メ
イ
ク
2M
H
理
容
奉
仕

V
天
理
教
婦
人
部
リ
縫
い
物

V
遊
魚
組
合
H

魚
釣
り
招
待

V
か
と
う
パ
レ

l
大
村
支
部
リ
バ
レ

ー
観
賞
招
待

V
割
烹

「寿
楽
」
リ
食
事
招
待

V
お
話
の
会
リ
読
み
聞
か
せ

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
上
曹

会
H

除
草
作
業

V
陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
曹
友
会
H

除
草
作
業

V
陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
曹
友
会
H

除
草
作
業

大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
ヘ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H

お
し
ぼ
り
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広報おおむら 平成 8年 9月号

9
月
は
、

18 
当番医

15(目日) 

当番医

(内・消)南野内科消化器科医院東三城IUT 宜主@)3731 (内・小)与那城医院 池田新町 fi@)5575 

(日) (外・胃)中国外科胃腸科 古賀島町 合@0083 (産) レディースクリニックしげまつ 古町1丁目 合⑪9200

2句日 伺16・跡日) 

当番医

一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 (内) 近藤医院 東本町 8⑪1166 
⑪血圧測定 みそ汁の塩分濃度測定ほか (産) おび産婦人科医院本町 合⑪1103

3。的目
17ω 日

乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑧ 9:30-11:00
乳幼児健康相談 福重出張所 ⑧ 13・30-15:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セット渡し身長・体重測定

⑪小児がん(神経芽)の検査セ ットを渡します

妊娠教室(3) 中地区公民館 9:30-13:00 

4[お自 妊娠教室 (1) 中地区公民館 13: 30-16: 00 ⑮母子健康手帳エフ。ロン

⑮母子健康手帳 テキスト 「母と子のために」
3歳児健康診査 大村保健所

qp 
⑧ 9:15-9:45 13:00-13:30 

リハビリ教室「根気の会J 福祉セ ンタ ー

19偏日

@平成 5年3月生まれ (平成 4年9月-5年 2
10:00-14:0。⑮「ぶど う狩り」 月生まれでまだ受けていない人も受診 してく

ださい。) ⑮母子健康手帳 ・問診票

6目白日
成人の健康相談 福祉セ ンタ ー 13: 00-15: 00 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00 
⑮40歳以上 ⑮血圧測定

20EE E 当番医
成人の健康相談 福祉セ ンタ ー

8(日日) (内・呼)ともなが内科クリニック 杭出津2丁目 fi@5000
13:00-15:00 ⑮⑪は6日と同様

(眼) 楠木眼科医院 束三城町 宮@l2711
2由1自

ことば‘の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00 耳とことばの相談 福祉セ ンタ- 13:00-15:00 

(初めての人は、健康増進課まで電話で申し込

んでください。) 22但日) 

当番医

⑮母子健康手帳 @ことばの発達が気になる幼児 (皮) 本田皮ふ科医院 大川田町 fi@6830 

9目日) 

(外・胃)田崎医院 古町1丁目 fi@)1234 
健康よろず相談 竹松出張所

2明3ι日卸
当番医

13:30-15:30 ⑪血圧 ・コ レステロ ール ・貧血・ (内・消)さくらクリ ニック池田1丁目 合@)8819
肥満など気になる人、介護面の相談 (保健婦・看護 (産) 後藤産婦人科医院 Tffi大村本町公@l6015
婦によ る家庭訪問 ・市訪問リハビリ・リハビリ教

2伊 妊娠教室(4) 中地区公民館 13:30-16:00 室・ 保健福祉サービスについての相談合む)など

⑮健康手帳 ⑮母子健康手帳

乳幼児健康相談 福祉セ ンタ ー 2伊 1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室

10(刈日 ⑧9:30-11 :00⑧4か月児月(聖児路以読上み(弘pg明g告M主語g)) ⑧13:00-13:30 @⑮は12日と同様

⑧13 : 30-15 : 00⑮10か

276E B 現在使用中の子ど も用歯ブラ シまたはガーゼが リハビリ教室「根気の会j 福祉センタ 一集合
あれば持参ください 9:00-16:00⑮n 唱し hきノfラリンピックJ(波佐見町)

11ω 日
妊娠教室(2) 中地区公民館 13:30-16:00 29(日日

当番医

⑮母子健康手帳 ズボン
(小・内)小児科内科 しげの須田ノ木町 宮@l8525
(耳咽)わたなべ耳鼻咽喉科医院 杭出津2丁目 fi@l2003

1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室 30旬日
ことば‘の教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00

⑧13:00-13:30 @平成 7年2月生まれ(平成 6 ⑮⑮は9日と 同様
年9月一7年1月生まれでまだ受けていない人も

受診してください。) 略号の説明 ⑧…対象 ③…受け付け ⑪・・内容

⑮母子健康手帳、問診票、タオル ⑮持ってく るもの

母子とも現在使用中の歯ブラシ 当番医の診療時間 9・00-18:00

国
民
健
康
保
険
税

(
3期
)
の
納
期
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
近
く
の
金
融
機
関
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

口
座
掻
笛
を
""'Il、

ιー
型 ...."昨一ん慌昨~{>一一
広 市民相談 コ一?一 (秘書広報課)で、すべて無料で、行つています。 健康テレホンサ一ビス
語 9 お気軽にご相百談炎くだ さい。 ft0958-26-5511

時月 人権相談 ( 5 日 ・ 木 10:α)~15:ω
預の 行政相談 (12日・木 9:30~ 12: (0) 
金定
書例 三Ji談??申琵みが10定th;み締払WJJ?:∞)

塁翌 交通事故相談 (24日火 1附~16:∞)
量首 年金相談 (25日・水 10:∞~15:∞)
琴 l 不動産相談 (27日・金 13:OO~ 16:α)) 
二、 . ※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けはいたしません)。
lこ L....申::;::;:' ß-'3 '-:::::'-Z:::.:::'- "" . ~閉山園田..~問。=. . ι:.:;;::;::::;) 日 g誼曲目出現い一一~:::::;:::::::::;3.;l' :;;' ~盟会 舎中山

さ 9月の大村ボート (11日-16日 ・開設44周年記念競走GI、21日-25日・ 日刊杯争奪菊花賞競走、28日-10月 2日)
い

月 最近増えているガン

:人: 骨のガン

月の 水 小児ガン

ア 木 のどのガン

ノ主¥ 婦人に多いガンマ
土日末期ガン患者への接し方

-19-



わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見

f
i
シ
リ
ー
ズ
の
i

別
名
「
琴
の
海
」
と
言
わ
れ
て
い
る
大
村
湾
の
水
質
汚
濁

が
近
年
、
生
活
排
水
な
ど
の
原
因
で
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

大
村
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
海
と
触
れ
合
い
、
自
然
と
親

し
み
な
が
ら
大
村
湾
の
現
状
、
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
浄
化
推
進
に
役
立
て
よ
う
と
、
大
村
湾
浄
化
推
進
事

業
、
「
よ
み
が
え
れ
琴
の
海
湾
C
U
P

--
n
お
お
む

ら
」
を
企
画
、
意
識
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
青
年
部
は

「
環
境
と
観

光
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
」
と

し
て
、

「よ
み
が
え
れ
琴
の

海

湾

C
U
P
-
-
n

お

お
む
ら
」
を
平
成
4
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
大
村
市

は
、
県
の
中
央
に
位
置
す
る

環
境
に
つ
い
て
勉
強
す
る
子
ど
も
た
ち

(
7
/
却
・
野
岳
湖
)

大村商工会議所青年部

j雪CUPinおおむら

実行委員長中村公成さん

そ
の
湾
も
閉
鎖
的
な
地
域
的

特
性
に
加
え
て
、
生
活
排
水

な
ど
の
原
因
で
年
々
水
質
汚

濁
が
進
ん
で
い
る
の
が
現

状
。
私
た
ち
青
年
部
は
、
湾

C
U
P
5
周
年
を
迎
え
る
今

年
、
原
点
に
か
え
り
、
大
村

湾
の
現
状
を
子
ど
も
た
ち
と

同
じ
視
点
で
観
察
し
、
自
然

に
触
れ
る
楽
し
さ
を
再
発
見

し
よ
う
と
環
境
サ
マ

i
キ
ャ

ン
プ
と
大
村
湾
観
察
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
企
画
し
ま
し
た
。

幻
世
紀
を
に
な
う
子
ど
も

た
ち
が
少
し
で
も
自
分
た
ち

を
と
り
ま
く
環
境
に
興
昧
を

も
っ
て
く
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
微
力
だ
け
ど
今
後
の
浄

化
に
役
立
て
ば
」
と
委
員
長

は
話
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も

イ
カ
ダ
レ

l
ス
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
私
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
、

(
7
/
引
・
松
原
海
水
浴
場
)

大
村
湾
の
浄
化
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
予
つ
。

大
村
湾
に
面
し
た
美
し
い
自

然
と
長
い
歴
史
、
文
化
に
育

ま
れ
た
街
で
す
。
別
名
「
琴

の
海
」
と
言
わ
れ
た
大
村
湾

は
、
大
小
の
島
々
が
浮
か
び
、

そ
の
雄
大
な
景
観
に
よ
り
地

域
住
民
に
や
す
ら
ぎ
と
う
る

お
い
を
あ
た
え
て
き
ま
し
た
。

護法

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地
宮
間
@

4
1
1
1
)

編
集
/
秘
書
広
報
課

訪甲
れ斐
た田
二市
コ長

?さ帰

クん県
24 る

z E 
里戸

ありがとうニコル先生
中学校の英語指導助手として、平成6年8月から指導にあ

たられていた米国・ニュージャージ-州出身のニコル・パン

J¥ウテンさんが、 2年間の勤務を終わり 7月24日、市長に帰

国のあいさつに訪れました。

ニコルさんは、市内4つの中学校で英語指導にあたられ、

明るく陽気なJ性格で生徒たちに大変な人気がありました。ま

た、日本文化にも、大変興味を示され、手特許こ生花、合気

道などに積極的に参加、特に和太鼓は、 「五木瓜」というサ

ークルに入り市内外のイベントなどで活躍されました。帰国

後は、発展途上国に関する仕事や女性問題に関する仕事に就

きたいと抱負を述べられました。

ほんとうにありがとうございました。

ごぢ513E11原~戸、d

大
村
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ

ρ

生
涯
学
習
の

一
つ
に
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
グ
と
集
ま
っ

た
会
員
加
入
。

今
年

4
月
設
立
、
月
2

田
中
島
寛
子
先
生
の
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。

フ
ラ
独
特
の
動
き
に
も

J

慣
れ
、
由
に
合
わ
せ
て
踊

一
る
と
き
、
気
分
は
す
っ
か

り
ハ
ワ
イ
の
浜
辺
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
ブ
ラ
を

通
し
て
ハ
ワ
イ
の
文
化
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

学
ぶ
事
の
多
い
楽
し
い
サ

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
附

ー
ク
ル
で
す
。
会
員
の
平

均
年
齢
(
?
)
か
な
り
高

い
で
す
。
見
学
は
、
い
つ

で
も
結
構
で
す
。
ど
う
ぞ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

例

会

第

2
出
、
中
地
区

公
民
館
、
第
4
出
、
市
コ

ミ
セ
ン

時
間

制
午
後
l
時
i
2

時、

倒
午
後
2
時
i
3
時

入
会
希
望
者
定
員

岡
山

月
開
始
予
夕
、
き
別
人

連
絡
先
大
欣
(
包
⑫

6

7
5
1
)
 

26，829 (+19) 8月1日現在 ・()内は前月比

-20 

世帯数41，607 (+4) 女38，科6(+57) 男80，053 (+61) 人口
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